
大規模なパーソナライゼーション戦略
KKD（経験・勘・度胸) に頼らない消費者調査
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大規模なパーソナライゼーションの実現：消費者調査から当て推量的な要素を排除する3

消費者がお気に入りのブランドに、自分のこと・自分の
ニーズを理解してほしい、大切に思ってほしいと望むの
は当然のことと言えます。

NetflixやSpotifyのパーソナライズされた「おすすめ」コ
ンテンツからAmazonのおすすめ商品に至るまで、パー
ソナライゼーションは非常に重要になってきており、消
費者もこういったサービスにただ期待するのではなく、
多くを求めるようになっています。マッキンゼーの調査
によると、71%の消費者 が、ブランドによるパーソナラ
イズされたサービスを期待しています。

こうした動きは今に始まったものではありません。企
業は以前から消費者とのつながりを深めようとしてき
ました。とはいえ、パーソナライズしたサービスを提供
するには、顧客を包括的かつ深く理解する必要があり
ます。ですが今日のデジタルファーストの世界において
は、消費者の好みやニーズは刻々と変化しており、顧客
を理解することはそう簡単ではありません。

顧客の理解度を上げるために、リサーチ部門は市場調
査などからの顧客データを活用し、実用的な独自のイ
ンサイトや、キャンペーンの企画、新しいメッセージン
グ、新製品の開発に活用できるようなインサイトを組織
に提供する必要があります。

顧客基盤が小さいブランドにとっては、これはそれほど
難しいことではないかもしれません。しかし、数百万人
もの既存・潜在顧客を抱え、組織全体でパーソナライ
ゼーションの取り組みを拡大しようとしている企業とな
れば、話は別です。

マーケティングリサーチを担当する組織には、推定や想
定などではなく包括的なデータに基づく顧客理解を促
進させる責任があります。
データはパーソナライゼーションの取り組みの基盤と
なるものですが、そのデータを収集・活用するための最
適なインフラがなければ、顧客やオーディエンスに関す
る肌感覚や推量での要素しか導き出すことができない
でしょう。

 

顧客体験をパーソナライズするには、従来の調査手法
に、ソーシャルリスニング、データ分析、人工知能（AI）な
どの最新テクノロジーを組み合わせた消費者インテリ
ジェンス戦略が不可欠です。

この組み合わせによって、顧客やオーディエンスに対す
る調査を強化し、深い理解を生み出せるようにします。
顧客層や顧客の所在地域だけでなく、顧客が価値を置
いているもの、購入理由、オンラインでの行動パターン、
影響を及ぼす人物を特定するのです。

こうしたアプローチを採用することで、顧客のリアルタ
イムの会話を活用し、オーディエンスの行動を分析し、
業界や消費者のトレンドを先取りし、顧客体験に関す
る独自のインサイトを得ることができます。

顧客データは巷に山ほどあります。必要なのは、いかに
それを自分たちにとって有益になるようにするかという
ことです。そうすることで、顧客ロイヤルティの向上、収
益の確保、リピート購入の促進、顧客との有意義かつ
長期的な関係構築が行いやすくなります。

76%の消費者が  「的外れなパ
ーソナライゼーションに苛立ち
さえ覚える」というマッキンゼ
ーのデータを考慮すると、消費
者が求めるコミュニケーション
に、KKD(経験・勘・度胸) が通用
しないことは明らかです。

はじめに

https://www.mckinsey.com/featured-insights/mckinsey-explainers/what-is-personalization
https://www.mckinsey.com/featured-insights/mckinsey-explainers/what-is-personalization
https://www.mckinsey.com/featured-insights/mckinsey-explainers/what-is-personalization
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パーソナライゼーションの重要性について理解したと
ころで、では、これを拡大するにはどうすればよいでしょ
うか。企業は、消費者の内側と外側を把握できるよう、
データ中心のフレームワークを開発する必要がありま
す。その主要な要素について以下に詳述します。

消費者データへのアクセス
パーソナライゼーションの拡大は、自社の顧客データか
ら始まります。顧客データがインサイトの源となり、その
おかげで顧客とのやり取りがこれまでよりも信頼のお
けるものになります。ただし、データの掘り下げや幅に
よって、効果的なパーソナライゼーションにつながるこ
ともあれば、当て推量につながることもあります。

リサーチ部門は、ファーストパーティデータ（自社で収
集したデータ）だけでなく、より掘り下げたデータを活
用する必要があります。間違えてほしくないのは、ファー
ストパーティデータも、顧客調査やフォーカスグループ
といった従来の調査手法と同じように、重要な要素で
あるということです。ただ、企業には、ファーストパーテ
ィデータを単にうまく活用するだけでなく、より詳細な
市場インテリジェンスが必要なのです。

また、このような従来の調査手法だけでは、もはや十
分とは言えません。確かに、アンケートやフォーカスグ
ループは有用ですが、これらから分かるのは、せいぜい
実施時点における顧客の考えや感情を切り取ったもの
でしかなく、その上、多大なコストや時間を必要としま
す。

今や有用かつ豊富な消費者データをオンラインで入手
できる時代です。リサーチ担当者は、従来の調査手法に
オンラインデータを組み合わせて、顧客の全体像を正
確に構築する必要があります。最新のソーシャルリスニ
ングと消費者インテリジェンスソリューションにより、以
下の情報を一元化してモニタリングすることができま
す。

•  ファーストパーティデータ
•  オンラインレビューと評価
•  印刷物などの従来型メディア
•  ソーシャルメディアデータ

ここで重要なのが、ソーシャルメディアデータです。ソー
シャルメディアは、消費者の新たな口コミの場、つまり、
自発的なコメント、主張、レビューなどが、フィルターを
通さず常時発信される場となっています。ソーシャルメ
ディアを活用することで、オーディエンスの属性はもち
ろん、関心、価値観、様々な話題に対するセンチメント
なども測定することができます。

これらのデータがあれば、より精度の高い消費者行動
についての指標を特定し、包括的でコスト効率の高い
インサイトを導き出すことができるのです。

Meltwater Suiteのソーシャルリスニング機能と 消費者
インテリジェンス機能を使用すれば、一元化された大
規模な顧客・オーディエンスデータを収集・分析できま
す。Meltwaterのグローバルなデータセットでは消費者
と市場のインテリジェンスを全方位で把握でき、組織全
体において信頼できる1つの情報源となります。 

オーディエンスの所在地や、ブランド、製品、サービスに
対する評価などを知りたい場合も、Meltwaterを活用す
れば、KKD(経験・勘・度胸）を排除するうえで必要とな
る確実なデータを収集できます。
 

パーソナライゼーションの
秘訣

https://www.meltwater.com/en/our-technology?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
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実用的なインサイト
データを入手できるのは素晴らしいことですが、それを
インサイトに効率よく変換できる方法が必要となりま
す。つまり、データから新たな気づきを得て、ステークホ
ルダーと共有し、関係者全員がそうしたインサイトをす
ぐに理解できる必要があります。

また、このようなインサイトをすぐに必要としているから
といって、データ統合によってインサイトの質を犠牲に
することはできません。こんなときに頼りになるのが、AI
とデータの構造化です。これらを活用することで、デー
タのノイズが排除され、実用的なインサイトをかつてな
いほど迅速に導き出すことができます。

最新テクノロジーにより、自動的にインサイトを分析
し、各部署にインサイトを提供することが可能です。例
えば、 Meltwaterのソーシャルリスニングソリューショ
ン には、オンラインで議論されている様々なテーマを
分析してグループ化するAI搭載ウィジェット、コンテン
ツクラスター機能が備わっています。

Meltwaterのソリューションでデータを可視化すること
によって、データの意味を瞬時に読み解き、急速に変化
する複雑な課題の根源を、数時間どころか数秒で特定
できます。実際、調査プロセスの多くを自動化し、チーム
の作業時間を毎週25%も削減することができます。

これは、ソーシャルリスニングと消費者インテリジェン
スのソリューションによって、リサーチ部門がインサイト
を取得する方法のほんの一例にすぎません。次に、チー
ムが、パーソナライゼーション戦略を拡大するのに必要
なその他のインサイトをいくつか見てみましょう。

消費者とオーディエンスの行動を掘り下げる
特にビジネス全体におけるパーソナライゼーション戦
略において、大雑把なオーディエンスセグメンテーショ
ンはもはや通用しません。年齢、人種、地理的な位置情
報、収入といった単純な属性データだけでは、顧客や

オーディエンスの全体像を十分に把握することはでき
ません。

従来の属性データは、デジタルトライブ（共通の関心事
や価値観を持ち、同じような考えを持つ人々で構成さ
れるオンラインコミュニティ）に取って変わられつつあ
ります。また、同じデジタルトライブの仲間からのアドバ
イスやおすすめ情報に対する消費者の信頼が高まるに
つれて、デジタルトライブの影響力も大いに拡大してき
ています。

そのため、新しいオーディエンスセグメントに関する実
用的なインサイトが求められているというわけです。こ
うしたデジタルトライブに向けて有意義かつ効果的な
メッセージングやキャンペーンを実施する場合、そのデ
ジタルトライブについて以下の特性を把握しておく必
要があります。

•  価値観
•  オンライン行動
•  購入決定プロセス
•  オンラインでのコミュニケーション方法
•  消費するメディア
•  フォローしているインフルエンサー

AIと機械学習テクノロジーによって、このようなデータ
を分析し、オーディエンスの中のニッチなセグメントを
特定し、エンゲージメントを促進するための最善の方
法を見つけることができます。このようなインサイトを
得られれば、より積極的に、戦略立案、コンテンツ戦略
開発、マーケティング革新、インフルエンサー特定に取
り組めるようになります。

例えば、あるファッションブランドの会社で、似たような
考え方を持ち、ファッションにこだわりのあるオーディ
エンスの特定作業をしているとします。その場合、最新
のテクノロジーを活用すれば、この作業をさらに一歩
進めることが可能です。オーディエンスをフォローして
モニタリングすることで、そのオーディエンスが関心を
寄せるファッション以外のことを、それが社会問題、音
楽、あるいはテクノロジーであれ、把握することができ
るのです。

そこから、マイクロコミュニティごとにペルソナを細かく
構築していくことが可能となります。こうしたインサイト
のおかげで、組織は、ターゲットをさらに絞ったキャンペ
ーンや広告を、オーディエンスに今以上に確実に共感し
てもらえるとわかった上で企画できるようになります。

https://www.meltwater.com/en/blog/biggest-new-meltwater-features?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=blog-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/resources/forrester-total-economic-impact-global-brand-management?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=content-download-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
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Meltwaterの消費者インテリジェンス ソリューションの
ようなテクノロジーは、こうしたインサイトを発見できる
ようにします。例えば、勤めているスポーツウェアブラン
ドで新商品発売があり、最高のアスリートパートナーを
探しているとしましょう。この商品発表については、自社
のオーディエンスから確実に共感を得たいところです
が、こうしたニッチなコミュニティの価値観に合致する
理想的なアンバサダーを特定するにはどうすればよい
のでしょうか。

ここでは、 Meltwater のインテリジェントセグメンテー
ション機能が役に立ちます。このソリューションでは、リ
アルタイムで実用的なインサイトを見つけるための多
角的な分析を実行でき、以下のことを把握できます。

•  顧客にとって最も重要な話題
•  その話題に最も関連のあるアスリ
    ートやアンバサダー
•  こうした顧客の属性内訳

この分析によって、現行の新商品発売に適したパート
ナーを迅速に見つけられるだけでなく、将来の新商品
発売やキャンペーンに採用できそうなパートナーの候
補者リストを作成できます。

Meltwater ではAIとソーシャルデータを使用して、調査
チームがブランドと最も関連性の高いオンラインコミュ
ニティを特定できるようにし、従来の顧客属性だけに頼
っていた頃よりも、はるかに正確にオーディエンスのこ
とを理解できるようにします。企業が顧客を理解できる
ようにする上で重要な役割を果たすのはこうした機能
であり、だから企業は、顧客が楽しめるようなもっとパ

ーソナライズした体験を積極的につくりだすことができ
ます。

トレンドの予測と活用
大規模なパーソナライゼーションに取り組む場合、調
査チームは、現在と将来の両方のトレンドをしっかりと
モニタリングする必要があります。片目で将来を見据え
ながら、消費者が次に何を必要とし、何を欲するかを予
測するだけでなく、ここぞという瞬間を逃さずに活用す
るための十分な俊敏性を備えておくことが求められま
す。

トレンドホッピング
ソーシャルリスニング機能は、カルチャー現象を捉えて
活用するのに必要な「速さ」をもたらします。例えば、ハ
インツが、どのようにしてテイラー・スウィフトというカ
ルチャーアイコンを活用できたかを考えてみましょう。

2023年9月にテイラー・スウィフトのファンのアカウント
からX （旧Twitter）に、NFLの試合会場にいるテイラー
が映った1枚の写真が投稿されました。そこには、テイ
ラーが「ketchup and seemingly ranch（ケチャップとラ
ンチドレッシングのように見えるもの）」を添えたフライ
ドチキンを食べていると書かれていたのです。

https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://twitter.com/tswifterastour/status/1706076507540767211
https://twitter.com/tswifterastour/status/1706076507540767211
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ハインツ は、それから3日も経たないうちに限定バー
ジョンである「クランチ」ソース、「ケチャップとランチド
レッシングのように見えるもの」を、テイラーファンの
ために特別にデザインしたカスタムラベル付きで発売
すると発表しました。しかもハインツのインスタグラム
の投稿では、「ハインツにとっても新しいEra（時代）だ」（

「Era」はテイラー・スウィフトが2023年から2024年に
かけて行うコンサート・ツアーのタイトル「Eras」と掛け
ている）と、テイラーファンへの匂わせアピールも行わ
れていました。

この製品自体は新しいものではありませんでしたが（
ハインツは2019年から「クランチ」を販売）、テイラーの
オーダーしたものに対するソーシャルメディアの関心を
利用することで、時代の潮流に乗り、抜け目なくパーソ
ナライズした魅力的なアプローチを展開したのです。

Meltwaterのようなソーシャルリスニングソリューショ
ンを使用すれば、このようなカルチャー現象を追跡し、
パーソナライゼーション戦略にすぐに取り入れることが
できます。当社のソリューションは、AIスパイク検出 & 分
析で、ニュースやソーシャルメディアを通じた会話の中
から対象となる変化やパターンを自動的に特定できる
ほか、状況に応じてアラートを発生させることで迅速な
対応ができるようになっています。

トレンド予測
目の前のトレンドを追うことも重要ですが、リサーチ部
門としては、組織が今後の市場動向について把握でき
るようにする必要もあります。

トレンドを予測し、そうしたインサイトを大規模かつ迅
速に提供することは容易ではなく、従来の予測手法の
場合、デジタル世界の目まぐるしい変化をカバーできる

ほど柔軟ではありません。そこで、多くの組織は、最新ト
レンドを追跡しつつ、見つけにくいトレンドを高い精度
で見つけるために、大規模なデータセットとAIを搭載し
た分析ツールを活用しています。

例えば、飲料・食品メーカーが、自社製品の購入促進
要因となっているものを把握したいと考えているとしま
す。消費者はカロリーを基準に購入しているのでしょう
か。味でしょうか。おそらく、ブランドの人気度でしょう。
こうしたインサイトは、関連性の高い新キャンペーンの
展開や、優位なポジショニング、新製品の開発にも活用
できます。

ソーシャルリスニングと消費者インテリジェンスのソリ
ューションでは、このようなトピックに関するオンライン
上の会話をモニタリングできます。そのため、自社製品
が購入される理由や消費されるタイミング、自社と競
合他社のメッセージングに対する反応の違いを把握で
きるようになります。こうして、ステークホルダーと組織
全体による、将来に向けた効果的な計画の立案が可能
になるのです。

では、どうすれば早い段階で重要なトレンドインサイト
をより効率的に特定できるのでしょうか。トレンドが発
生する場合、その予兆となる「かすかなシグナル」がデ
ータ内に発生しますが、Meltwaterの消費者インテリ
ジェンスソリューションはそれを検知することができま
す。したがって、トレンドが主流になる前に戦略を策定
することができます。

こういった予測には、通常、コストと時間がかかる市場
調査が必要ですが、当社のクライアントインサイトチー
ムのサポートにより、専門性の高いサービスにより、市
場の将来動向をより明確に把握することが可能となり
ます。

https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.billboard-japan.com/d_news/detail/130293/2
https://www.instagram.com/heinz/p/Cxq6of-uP0h/
https://www.instagram.com/heinz/p/Cxq6of-uP0h/
https://www.meltwater.com/en/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/blog/mentions-spiking-ai-explain?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=blog-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/blog/mentions-spiking-ai-explain?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=blog-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
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独自の顧客体験情報について知る
顧客は、単一のチャネルでブランドを体験しているので
はありません。店舗、ウェブサイト、ソーシャルサイト、モ
バイルアプリ、オンラインレビューなど、ありとあらゆる
タッチポイントでブランドと接点を持っています。そのた
め、ブランドの顧客体験を総合的に検証し、関連データ
を統合し、重要と思われる項目に焦点を定める必要が
あります。

全体像を把握するためには、適切なツールが不可欠で
す。ブランドのオンラインレビューのモニタリングは、ブ
ランドのパフォーマンスを追跡するうえで重要ですが、
手作業ではレビュー収集を大規模に行うことができま
せん。

店舗収益が大きな割合を占める小売りブランドの場合
は、このようなレビューに基づいて、業績の高い店舗と
低い店舗を比較分析し、成功要因と改善すべき点の検
証や判断を必要でしょう。しかし、手作業でのこうした
分析は、インサイトと顧客体験の改善に相当の時間が
かかります。

Meltwaterの消費者インテリジェンスソリューション. 
のダッシュボードでは、ブランドの顧客体験をリアルタ
イムでモニタリングすることができます。Meltwaterのダ
ッシュボードでは、ソーシャルメディアのデータやオンラ
インレビュー、そしてネットプロモータースコア（NPS）
などのファーストパーティデータに基づいた情報を表
示します。

また、リサーチ部門では、顧客がどのように製品を使
用・消費し、その際何を感じるかについてのデータを収
集する必要があるでしょう。これらのデータをレビュー
データと組み合わせることで、顧客体験の全体像が明
らかになるため、戦略や施策の最適化・パーソナライゼ
ーションがしやすくなります。

どこで商品が使用・消費されているかを判断するには、
今やAIで画像や動画を分析できる時代です。例えば、飲
料メーカーが、自社商品がレストランで消費されている
のか、あるいはピクニックで、それとも自宅でくつろぎな
がらなのかを容易に把握できるようになりました。商品
が消費されるのは、大勢で集まった時でしょうか、それ
とも1人でいる時でしょうか。そのときのエンゲージメン
トレベルはどの程度でしょうか。
 

Meltwaterの消費者インサイトソリューションであれ
ば、このような独自のインサイトを大規模に掘り下げる
ことができます。

https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research


大規模なパーソナライゼーションの実現：消費者調査から当て推量的な要素を排除する9

最適な調査・レポートツール
パーソナライゼーションを大規模に実施するには、リサ
ーチ部門がインテリジェンスを導き出すまでのプロセ
スを短縮する必要があります。そのためには、ローデー
タ収集からインサイト取得までを迅速化する調査ツー
ルとレポートツールが不可欠となります。

消費者インサイトの取得には掘り下げたヒアリング、ア
ンケート、フォーカスグループなどの従来の市場調査ツ
ールに加えて、豊富な機能を備えたソーシャルリスニン
グ・消費者インテリジェンスのためのソリューションが
必要となります。テクノロジーに関する推奨基準をご紹
介します。

データソース
リサーチ部 門 に必 要 なのは 、データソースに包 括
的 にアプローチできるソリューションです。これに
は、Facebook、X（旧Twitter）、Reddit、YouTubeなど、
主要なソーシャルメディアプラットフォームが含まれま
す。従来のメディアをカバーすることも重要であり、グロ
ーバルブランドであれば、REDやWeiboなど、アジア発
のSNSのデータも活用する必要があります。

データクオリティ
ソーシャルのローデータには、スパム投稿などのノイズ
が多数含まれており、調査結果に影響を及ぼしたり、プ
ロジェクトに支障をきたす可能性があります。
そのため、AIでのデータクレンジングを行うソリューシ
ョンへの投資や、ノイズや無関係なコンテンツなどを除
外する必要があります。

インサイト可視化とレポート機能
リサーチ部門とステークホルダーの双方にとって、ソリ
ューションにおけるインサイトの可視化は重要です。直
感的かつ簡単にデータを理解できる必要があります。
それにより、インサイト発見の効率が上がり、さらには
そのプロセス自体を楽しめるようになります。

そして何より、こうした情報を社内のステークホルダー
に効果的に伝える必要があります。そのために、社内外
と共有できるカスタマイズ可能なダッシュボードやレポ
ート自動生成機能を備えたプラットフォームが不可欠
なのです。

 
データの構造化
適切な調査・レポートツールを導入したら、まず、そのツ
ール内のデータを簡単に分析できるよう構造化する必
要があります。消費者インテリジェンスソリューションに
よって、データを整理・分類し、より効率的にパーソナラ
イゼーションを進める方法を以下にご紹介します。

カスタムインデックス
従来のソーシャルリスニングツールには、ユーザー全員
がアクセスできる単一の汎用インデックスが使用され
ていることが多く、通常、常時追加される新しいデータ
とともに、大体12～18か月分の過去データのローリン
グアーカイブが含まれています。

「カスタムインデックス」を選択すると、プロジェクトご
との特定のニーズに合わせたデータセットを使用でき、
以下を含めることができます。

•  タスクに対して最も高い関連性のある特定のデータ   	
    ソース 
•  データ品質を向上させるために関連のないソースを	   	
    削除したデータソース 
•  プロジェクト開始からの長い履歴アーカイブ

カスタムインデックスを使用できるようになれば、汎用
インデックスでは不可能だった補助的なデータ構造化
の基盤が整ったも同然です。パーソナライゼーションの
インサイトを収集するには、この補助的なデータ構造
化機能が不可欠です。

タグ付けのカスタマイズ 
カスタムインデックスを使用するメリットの1つに、ユー
ザーが自分のプロジェクトに特に有用な方法で、イン
デックス内のすべてのコンテンツに簡単にタグ付けで
きるというのがあります。最も基本的なレベルでは、す
べての投稿に対し、アルゴリズムによって簡単に識別で
きる情報を自動的にタグ付けできます。

•  センチメント
•  言語
•  国
•  キーワード

パーソナライゼーションの
実施
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さらに、タグ付けのカスタマイズによって、コンテンツに
タグを付けるための独自のフィールドを作成できます。
例えば、調査している特定の製品がどのように使用さ
れているかに関連するSNS投稿などです。

トピックモデリング
トピックモデリングは、AI技術の1つであり、ソーシャル
メディアの各コンテンツを分析して自動的に分類する
ので、そのコンテンツの内容を把握しています。調査に
関連するデータのみが収集できるのは、そのおかげで
す。

トピックモデリング機能を備えたプラットフォームなら、
ミュージカルヒット作品の「ハミルトン」と、スコットラン
ドのサウス・ラナークシャーの都市「ハミルトン」の違い
を自動的に検知し、関連性のないデータを排除し、より
正確なデータセットを提供します。この機能はコンピュ
ーターのアルゴリズムによって実行されているため、迅
速かつ大規模に行うことが可能です。

複雑なクエリ
トピックモデリングの主なメリットの1つに、データセッ
トに対してより複雑な検索クエリを実行できる点があ
ります。消費者インテリジェンスソリューションを使用す
れば、複雑なプロジェクトを簡素化して、複数レベルで
の検索クエリの構築が可能になります。
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大手ブランドによるパーソナライゼーション
事例
ペルノ・リカール

数多くの傑出したブランドをポートフォリオに保有する
ペルノ・リカールは、ワインと蒸留酒のグローバルリー
ダーです。2017年以来、業界と市場、オーディエンスをよ
り良く理解するためにMeltwaterをご利用いただいて
います。ペルノ・リカールは、Meltwaterのソーシャルリ
スニングソリューション を使ってインターネット上の会
話や会話のパターンを研究しています。こうした分析の
結果、新しいトレンドの成長可能性を迅速かつコスト効
率よく知ることができるのです。

初期に行ったオーガニックワインのカテゴリー分析は、
参入障壁、問題点、製品への国際的・地域的な関心を
特定することに繋がりました。世界のコアな市場間の
重要な相違点を調査することで、企業として効率的に
機会を評価すると同時に、主なオーディエンスを代表す
る会話のリーダーやインフルエンサー（バーテンダーな
ど）を特定してモニタリングすることができるようになっ
たのです。

影響力のあるバーテンダーが生み出したものを追跡・
分析することで、ペルノ・リカールは視覚に訴えるカク
テルの提供方法、フレーバーの組み合わせ、人気の新
製品を把握しています。

その分野の専門家の意見に耳を傾け、ブランドの介入
なしに消費者の反応を分析するという有機的プロセス
は、最も信頼性が高く自然なマーケティングのかたちで
す。

ペルノ・リカールは、Meltwaterの消費者インテリジェ
ンスソリューションを活用して、同ブランドに関するSNS
投稿を消費タイミングごとに分類しています。そのた
め、どの製品が、どのような時間帯（ランチ、アペロ、デ
ィナー）、または特定の行事（フェスティバル、クラブ、自
宅）、お祝い（ウエディング、バースデー）、祝祭日（シン
コ・デ・マヨ、聖パトリックデー、レイバーデー）で、最も
消費されているかをリアルタイムで継続的に把握でき
るようになっています。
 

同社では、得られたインサイトに基づいて、顧客の期待
を満たすだけでなく、それを超えるような記憶に残る体
験をパーソナライズしています。

ダノン

世界的食品メーカーのダノンでは、Meltwaterの消費
者インテリジェンスソリューション を使用して、将来のト
レンド候補の食材を追跡・予測しています。

Meltwaterの導入によって、1,500種類もの食材候補の
中から、今後人気が高まる可能性のある食材を統計学
的に特定できるようになりました。同社では、現在人気
のある食材に関する微細な兆候を特定した際、そのイ
ンサイトを活用して、トレンドに先駆けて新製品を市場
に投入しています。

ソーシャルリスニングと消費者インテリジェンスの機能
を、マーケティング、インサイト、研究開発チーム全体で
活用することによって、ダノンは、消費者が共感する食
材を予測し、そのデータに基づいて顧客体験をパーソ
ナライズしています。

「インサイトは、顧客がお気に入
りの製品を消費する時期だけで
なく、消費する理由と消費の仕方
もはっきり示します。そのデータ
を元に、今後のフレーバーの組
み合わせやカクテルの代わりに
なるものを特定することが可能
になります。」

―ペルノ・リカール社
グローバルコンシューマーインサイトデ
ィレクター　
フローレンス・レンサール

https://www.meltwater.com/en/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
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脱・KKD(経験・勘・度胸)
のための課題と解決方法

パーソナライゼーションに対する取り組みは、多くの大
手ブランドにとって最重要課題であり、リサーチ部門に
はインサイト提供の迅速化がますます求められていま
す。このような貴重な情報を発見しようとする競争にお
いては、クイック・ウィンに過度に傾倒しすぎないように
することが重要です。
 

課題：不十分なデータ範囲
パーソナライゼーションを大規模に展開する際、特に
インサイトを得るまでのスピードをリサーチ部門にとっ
ての重要なKPIの1つと見なしている場合によくあるの
が、データ範囲が不十分という問題です。リサーチ部門
は、瞬時にデータにアクセスする必要がありますが、ス
ピードと品質のバランスを維持するのは容易ではあり
ません。

スピードを重視しすぎると、インサイトを効率的に少し
ずつ得るために、データの範囲を狭めてしまうことが多
々あります。また、予算に限りがある場合は、問題を悪
化させることになりかねません。短期間で調査プロジ
ェクトを完了させようとすると、余計にコストがかさむ
ことが多く、それもまたデータ範囲の問題に発展するこ
とがあります。

ソリューション：包括的なソーシャルデータへのアプロ
ーチ
ソーシャルリスニングは、リサーチ部門に新たなデータ
収集の可能性をもたらし、実質的にリアルタイムで、高
品質な定量データを幅広い範囲で提供するソリューシ
ョンです。適切なソーシャルリスニングソリューションを
活用することで、従来の調査に加えて、常時行われてい
る自発的な会話も調査できます。

また、従来型ソーシャルリスニングプラットフォームの
場合は、通常、現時点での会話に焦点を当てますが、消
費者インテリジェンスソリューションなら、過去のデー
タも使用できます。このようなデータの大規模コーパス
によって、対象範囲を増強し、インサイトの掘り下げを
強化するため、トレンドやパターンの見極めが可能にな
ります。

課題：手作業による工数
リサーチ部門が、データを収集・選別に充てられる時間
は限られています。その中で複数のステークホルダー
に対応し、迅速にインサイトを提供することが求められ
ます。

手作業によるデータ分析に時間を費やすほど、戦略的
プランニング、実用的なインサイトの抽出、ビジネス成
果の推進にかける時間が削られることになります。

もちろん、どんな部署でも、新しい調査の立案や、テス
トの開発など、ある程度の手作業は必ず生じます。しか
し、誰もが（競合他社も含めて）独自のインサイトを導
き出そうと競い合っている中、手作業は単に非効率で
あるばかりか、最終的に過去の経験に基づく想定につ
ながりかねないのです。

https://www.meltwater.com/en/suite/social-listening-analytics?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
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ソリューション：AI対応ツール
リサーチ部門には、クリックするだけでデータを構造
化・分析する機能を持つAIツールを、既存の専門知識
や手法に組み合わせて活用することをおすすめします。
このような最新テクノロジーの活用で既存の調査手法
を強化することで、プロセスが大幅にスピードアップし、
アナリストが見逃してしまうようなインサイトの発見も
可能になります。

分析や戦略立案のための十分な時間を確保すること
が難しい場合は、Meltwaterのようなソリューションを
検討してみてはいかがでしょうか。当社の消費者インテ
リジェンスソリューションは、組織の調査チームに強力
なAI機能を提供し、あらゆる規模でデータを実用的な
インサイトに変換するお手伝いをします。

また、Meltwaterのプラットフォームには、データの変
化、パターン、トレンドを自動的に検出、可視化、説明す
るAIアシスタント、Discovery（ディスカバリー）機能が
備わっており、これによって、既存の手法では見つけら
れなかった重要な情報を瞬時に特定できます。

課題：時代遅れの顧客属性
非常に多くの企業がいまだに、基本的な顧客属性デー
タに依存しています。こうした顧客属性データは簡単に
獲得・入手できますが、オーディエンスの行動に関する
形勢を一変しうる掘り下げたデータをもたらすもので
はありません。むしろ、早計なインサイトや当て推量に
つながるものです。

ソリューション：強力なセグメンテーション
今日のダイナミックかつデジタルファーストなオーディ
エンス向けに消費者体験をパーソナライズするには、
既存のデータを使用して新しいオーディエンスセグメン
トをつくりだす必要があります。

オーディエンスは誰なのか、どこでどのようなことを投
稿・発信しているのかを把握し、そのオーディエンスが
属する同じ考え方を持ったコミュニティを理解すること
で、組織全体が各セグメントに対して、よりパーソナライ
ズした、有意義な方法で、コミュニケーションを取るこ
とができるようになります。

https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/blog/discovery-explainer?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=blog-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
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Meltwaterの強み
Meltwater Suite (統合型ソリューション）には、ソーシャ
ルリスニング機能と消費者インテリジェンス機能が備
わっており、あらゆる規模の組織のマーケティングリサ
ーチ部門をサポートします。

Meltwaterは数十年にわたる市場調査の専門知識とAI
を組み合わせて、膨大な生のソーシャルデータをインパ
クトのある消費者インサイトに変換し、組織のあらゆる
施策においてパーソナライゼーションを推進するため
の新しい情報を見つけるサポートをします。 

卓越したデータカバレッジ： Meltwaterなら、アジア諸
国のデータソースを含めて、現在オンラインで追跡され
ているほぼすべてのグローバルプラットフォーム上で、
毎日、あらゆる場所で発信されている、膨大な数のSNS
投稿にアクセスできます。

信頼できるデータ品質：世界中のデータを網羅できる
だけでなく、ビジネスに最も関連性のあるリアルタイム
のデータセットを確実に活用することができます。消費
者インテリジェンスソリューションには、AI機能の自動
データクレンジングと強力なスパムフィルターが付いて
いるため、ノイズを排除し、より正確なインサイトを得る
ことが可能です。

データの構造化：AI、データサイエンス、人間の専門
知識を駆使した当社のソリューションは、データをイ
ンテリジェントに構造化することで、パターンやトレン
ドをこれまでよりも容易に特定できるようにしていま
す。Meltwaterでは承認された調査方法に基づいてデ
ータを構造化しているので、インサイトを導くスピードと
その掘り下げのバランスをとることができます。

APIとデータ統合：大規模なパーソナライゼーションを
実現するには、サイロ化されたデータを統合する必要
があります。Meltwaterの消費者インテリジェンスソリュ
ーションは、APIによって、柔軟にテクノロジーを拡張す
ることが可能です。他のビジネスインテリジェンスアプ
リケーションや自社の分析ツールなどと連携させるこ
とができます。

高度なAI機能：Meltwaterのソリューションに搭載され
た自然言語処理（NLP）機能とコンピュータービジョン
機能により、強力なデータエンリッチメントの機会がも
たらされます。また、スパイク分析機能とディスカバリー
機能によって、生成AIを活用してパターンやトレンドを
自動的に検出・説明するため、より効率的にデータを分
析できます。

インサイトを共有するためのレポート機能：Meltwater
のインサイトページは、刻々と変化するダッシュボード
形式で、組織内のあらゆるメンバーと共有可能で、わか
りやすい表示となっています。一般的なユースケース向
けの既存のテンプレートを使用して構築できますが、独
自のニーズに合わせてカスタマイズすることも可能で
す。

インサイトサービス：Meltwaterのクライアントインサイ
トチームでは、インサイトの発見のサポートや、専任の
マーケティング調査チームの作業を補完する専門家に
よるサービスを提供しています。当社のアナリストは、デ
イリーニュースレターや顧客レポートを配信し、組織に
おけるインサイトの発見やトレンドの検知をサポートし
ます。

Meltwaterの製品デモをご希望ですか？ 
Meltwaterのソリューションの活用によるビジ
ネスインパクトや、パーソナライゼーションの
ヒントをご紹介いたします。

https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/en/suite/consumer-intelligence?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/suite/data-api-integration?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://www.meltwater.com/jp/request-demo?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://learn.meltwater.com/introducing-insights-services-jp?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research
https://learn.meltwater.com/introducing-insights-services-jp?utm_source=direct&utm_medium=content&utm_campaign=direct-content&utm_content=suite-page-demo-request&term=Personalization-at-Scale-Removing-Guesswork-from-Consumer-Research





